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１ 調査の目的 

豊島区障害者計画・第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の改定を行うにあたり、

障害者等の実態を把握・分析し、改定作業に向けて必要となる基礎資料を得ることを目的

として実施しました。 

２ 調査の設計 

（２）対象者の抽出方法 

①身体障害者 

身体障害者手帳所持者（視覚障害、聴覚障害、平衡機能障害、音声・言語・そしゃく機

能の障害、肢体不自由、内部障害）のうち、対象者の偏りをなくすため、障害等級・障害

種別を調整して抽出しました。 

※18 歳以上 65 歳未満 1,800 人  ※65 歳以上 600 人 

②知的障害者 

愛の手帳所持者のうち、18 歳以上を対象に偏りをなくすため、障害程度を調整して抽出

しました。 

③精神障害者 

自立支援給付受給者は全員対象とし、その他各関係機関を通じて承諾を得られたかたに

調査票を配付しました。 

④難病患者 

難病患者福祉手当受給者から抽出しました。 

⑤障害児 

児童通所支援（児童発達支援・医療型児童発達支援・保育所等訪問支援・居宅訪問型児

童発達支援・放課後等デイサービス）の利用者全員を対象としました。 

⑥事業所は全事業所に配付しました。 
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（３）調査方法及び調査期間 

①調査方法 

郵送調査方式（調査票の封書による郵送配付・郵送回収） 

②調査期間 

令和 4年 11 月 1 日（火）～令和 4年 11 月 22 日（火） 

※「調査ご協力へのお礼とお願い」のはがきを 11 月 17 日（木）に発送済 

３ 回収結果 

回収状況は以下の通りです（令和 4年 11 月 30 日時点）。 

 身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病患者 

調査人数 2,400 人 500 人 354 人 400 人 

有効回収数 1,161 人 272 人 191 人 211 人 

有効回収率 48.4％ 54.4％ 54.0％ 52.8％ 

前回回収率 43.4％ 48.4％ 36.6％ 52.7％ 

 障害児 事業所 合計 

調査人数 541 人 170 件 4,365 件 

有効回収数 305 人 114 件 2,254 件 

有効回収率 56.4％ 67.1％ 51.6％ 

前回回収率 51.0％ 57.3％ 46.0％ 

（小数点以下四捨五入） 
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１ 障害者・難病患者・障害児調査 

1-1 回答者の属性 

まとめ 

 生活しているところは、全体では在宅のかたが８割強と多い。知的・精神障害のかた

は、グループホームの入所がそれぞれ１割程度。知的障害のかたは、施設入所も１割

程度。 

 調査票の記入者は全体の７割強が本人。知的障害のかたは、５割強は本人以外（「本

人と相談の上で」を含む）が記入。 

 性別は、男性が５割強、女性が４割強。障害児では回答者の７割程度が男性という結

果。 

 年齢は、身体障害のかたは 50 歳以上が７割程度、知的・精神障害のかたはそれぞれ

50 歳未満が５割以上を占める。難病のかたは、30 代から 60 代のかたが比較的バラ

ンスよく回答。 

 同居家族がある場合は、全体では配偶者（パートナー）が多いが、知的障害のかたは

父親・母親との同居が多い。精神障害のかたは同居家族なしでひとり暮らしが、難病

のかたは配偶者（パートナー）との同居が、それぞれ５割以上と多い。 

 居住地区に大きな偏りは見られないが、知的障害のかたの２割弱は不明・無回答。 

 主な収入は年金が最も多いが、難病のかたの５割以上は給与（福祉就労によるもの

等を含む）による収入が主。 

 身体・知的・精神障害のかたの８割程度以上がそれぞれ手帳を持っているのに対し、

難病のかたの９割程度は持っていない。障害児では、５割弱が手帳の存在も知らな

いと回答。 

 その他の障害としては発達障害があるかたが多く、障害児では約５割に発達障害が

あるという結果。 
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問 あなたの主な収入は何ですか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、1,835 件のうち、「年金」が 45.0％と最も多く、次いで「給与（福祉就労に

よるもの等を含む）」が 37.9％となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「年金」が 49.3％と最も多く、次いで「給与（福

祉就労によるもの等を含む）」が 35.8％となっています。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「年金」が 50.7％と最も多く、次いで「手当（障害

者手当・福祉手当等）」が 46.0％となっています。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「年金」が 35.1％と最も多く、次いで「生活保護」

が 32.5％となっています。 

○難病のかたは、211 件のうち、「給与（福祉就労によるもの等を含む）」が 51.7％と最も

多く、次いで「ご家族の収入」が 32.7％となっています。 

【下表へ続く】

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

給与（福祉就労
によるもの等を
含む）

年金
手当(障害者手
当、福祉手当等)

資産収入 ご家族の収入 生活保護

件 1835 695 825 535 84 390 176

％ 100.0 37.9 45.0 29.2 4.6 21.3 9.6

件 1161 416 572 325 68 226 86

％ 100.0 35.8 49.3 28.0 5.9 19.5 7.4

件 272 113 138 125 2 57 20

％ 100.0 41.5 50.7 46.0 0.7 21.0 7.4

件 191 57 67 41 8 38 62

％ 100.0 29.8 35.1 21.5 4.2 19.9 32.5

件 211 109 48 44 6 69 8

％ 100.0 51.7 22.7 20.9 2.8 32.7 3.8

調
査

票
種
別

  全  体

身体

主な収入

知的

精神

難病

  全  体

その他 特にない 不明・無回答

件 1835 84 51 93

％ 100.0 4.6 2.8 5.1

件 1161 34 35 51

％ 100.0 2.9 3.0 4.4

件 272 10 6 30

％ 100.0 3.7 2.2 11.0

件 191 30 6 5

％ 100.0 15.7 3.1 2.6

件 211 10 4 7

％ 100.0 4.7 1.9 3.3

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

精神

難病

主な収入
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問 あなたは、障害者手帳を持っていますか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、2,140 件のうち、「身体障害者手帳を持っている」が 52.4％と最も多く、次

いで「愛の手帳（療育手帳）を持っている」が 19.0％となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「身体障害者手帳を持っている」が 90.6％と最も

多く、次いで「愛の手帳（療育手帳）を持っている」が 5.0％となっています。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「愛の手帳（療育手帳）を持っている」が 85.3％と

最も多く、次いで「精神障害者保健福祉手帳を持っている」が 6.6％となっています。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「精神障害者保健福祉手帳を持っている」が 78.5％

と最も多く、次いで「持っていない（手帳の存在は知っている）」が 8.4％となっていま

す。 

○難病のかたは、211 件のうち、「持っていない（手帳の存在は知っている）」が 80.6％と

最も多く、次いで「持っていない（手帳の存在は知らない）」が 9.0％となっています。 

○障害児は、305 件のうち、「持っていない（手帳の存在は知らない）」が 46.6％と最も多

く、次いで「愛の手帳（療育手帳）を持っている」が 37.4％となっています。 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

身体障害者手帳
愛の手帳(療育
手帳)

精神障害者保健
福祉手帳

持っていない
(手帳の存在は
知っている)

持っていない
(手帳の存在は
知らない)

不明・無回答

件 2140 1122 407 220 215 166 149

％ 100.0 52.4 19.0 10.3 10.0 7.8 7.0

件 1161 1052 58 35 9 3 90

％ 100.0 90.6 5.0 3.0 0.8 0.3 7.8

件 272 6 232 18 2 1 36

％ 100.0 2.2 85.3 6.6 0.7 0.4 13.2

件 191 13 3 150 16 1 13

％ 100.0 6.8 1.6 78.5 8.4 0.5 6.8

件 211 10 - 7 170 19 6

％ 100.0 4.7 - 3.3 80.6 9.0 2.8

件 305 41 114 10 18 142 4

％ 100.0 13.4 37.4 3.3 5.9 46.6 1.3

  全  体

調
査

票
種
別

  全  体

身体

知的

精神

難病

障害児

障害者手帳の所持
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1-2 病気や医療など 

まとめ 

 いずれの障害のかたも通院しているかたが多く、身体障害のかたの７割程度、知的

障害のかたの６割程度、精神障害・難病のかたの９割程度が通院。知的障害のかたは

医療を受けていないかたも多く、その割合は３割弱。 

 健康診断の受診率は、毎年と時々を合わせると７割程度が受けているが、精神障害

のかたは受診率が低く、毎年受けている割合は４割弱。 

 がん検診の受診率は、全体では毎年と時々を合わせて受けているかたが４割弱、受

けていないかたが６割弱。特に知的障害のかたの受診率が低く、５割強が全く受け

ていないという結果。 

 生活習慣病の有無では、いずれの障害も高血圧のかたが多いが、知的・精神障害のか

たは肥満も多い。 

 日常的な医療的ケアは、全体の 1 割程度が受けていると回答。受けている内容とし

ては経管栄養・胃ろうが多い。 

 かかりつけ医を持っているかたは全体の７割強、持っていないかたが２割弱。持た

ない理由としては見つけられないという回答が多いが、知的障害のかたは（今は）必

要としていないかたが多い。 

 高次脳機能障害と診断されたことがあるかたは、全体の 6.9％。そのうち脳血管障害

を原因とするものが９割程度。 

 コロナ禍で生じた新たな困りごととしては、社会参加の場・機会の減少、運動不足に

なったがそれぞれ全体の３割弱と多い。障害別では、視覚障害のかたのオンライン

手続き、聴覚障害のかたのマスク着用による意思疎通、音声・言語・そしゃく機能障

害のかたの介助者が感染した際の問題などが特徴的。 
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問 新型コロナウイルス感染症が拡大する中、新たな困りごととしてどのようなものが

ありますか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、2,140 件のうち、「社会参加の場・機会が減少した」が 27.8％と最も多く、

次いで「運動不足になった」が 25.6％となっています。 

【下表へ続く】 

【次ページへ続く】

社会参加の場・
機会が減少した

買い物が困難に
なった

運動不足になっ
た

オンラインによ
る手続きの方法
が分からない

ワクチン接種予
約ができない

収入が減った

件 2140 595 209 547 186 51 195

％ 100.0 27.8 9.8 25.6 8.7 2.4 9.1

件 1161 253 134 300 122 29 95

％ 100.0 21.8 11.5 25.8 10.5 2.5 8.2

件 90 13 13 18 21 3 2

％ 100.0 14.4 14.4 20.0 23.3 3.3 2.2

件 93 15 8 22 12 2 10

％ 100.0 16.1 8.6 23.7 12.9 2.2 10.8

件 21 5 1 4 2 - 2

％ 100.0 23.8 4.8 19.0 9.5 - 9.5

件 19 4 3 3 1 1 -

％ 100.0 21.1 15.8 15.8 5.3 5.3 -

件 484 110 54 128 43 16 44

％ 100.0 22.7 11.2 26.4 8.9 3.3 9.1

件 324 84 37 97 40 8 30

％ 100.0 25.9 11.4 29.9 12.3 2.5 9.3

件 272 76 29 72 18 7 17

％ 100.0 27.9 10.7 26.5 6.6 2.6 6.3

件 191 57 12 42 23 8 17

％ 100.0 29.8 6.3 22.0 12.0 4.2 8.9

件 211 57 17 57 15 2 36

％ 100.0 27.0 8.1 27.0 7.1 0.9 17.1

件 305 152 17 76 8 5 30

％ 100.0 49.8 5.6 24.9 2.6 1.6 9.8

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

調
査

票
種
別

  全  体

身体（計）

知的

精神

難病

障害児

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害

コロナ禍で生じた新たな困りごと

  全  体

　　視覚障害

失職した
マスクで意思疎
通が困難になっ
た

介助者が感染す
ると生活ができ
ない

まちなかで手助
けしてくれる人
が減った

普段利用してい
る福祉サービス
が受けられない

感染した際の療
養先が見つから
ない

件 2140 48 222 226 49 113 225

％ 100.0 2.2 10.4 10.6 2.3 5.3 10.5

件 1161 21 119 138 32 59 120

％ 100.0 1.8 10.2 11.9 2.8 5.1 10.3

件 90 1 9 9 7 3 6

％ 100.0 1.1 10.0 10.0 7.8 3.3 6.7

件 93 2 43 7 1 3 11

％ 100.0 2.2 46.2 7.5 1.1 3.2 11.8

件 21 - 2 3 1 3 1

％ 100.0 - 9.5 14.3 4.8 14.3 4.8

件 19 - 1 6 - 3 2

％ 100.0 - 5.3 31.6 - 15.8 10.5

件 484 9 30 87 14 37 54

％ 100.0 1.9 6.2 18.0 2.9 7.6 11.2

件 324 10 24 26 3 6 40

％ 100.0 3.1 7.4 8.0 0.9 1.9 12.3

件 272 4 16 28 2 17 18

％ 100.0 1.5 5.9 10.3 0.7 6.3 6.6

件 191 9 21 4 4 13 28

％ 100.0 4.7 11.0 2.1 2.1 6.8 14.7

件 211 10 14 8 5 3 25

％ 100.0 4.7 6.6 3.8 2.4 1.4 11.8

件 305 4 52 48 6 21 34

％ 100.0 1.3 17.0 15.7 2.0 6.9 11.1

コロナ禍で生じた新たな困りごと

  全  体

  全  体

調
査
票
種
別

身体（計）

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害

知的

精神

難病

障害児
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【前ページから続く】 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

その他 特になし 不明・無回答

件 2140 131 508 220

％ 100.0 6.1 23.7 10.3

件 1161 60 281 120

％ 100.0 5.2 24.2 10.3

件 90 6 26 4

％ 100.0 6.7 28.9 4.4

件 93 5 17 3

％ 100.0 5.4 18.3 3.2

件 21 - 6 2

％ 100.0 - 28.6 9.5

件 19 1 3 3

％ 100.0 5.3 15.8 15.8

件 484 22 118 36

％ 100.0 4.5 24.4 7.4

件 324 21 84 18

％ 100.0 6.5 25.9 5.6

件 272 13 75 42

％ 100.0 4.8 27.6 15.4

件 191 19 46 19

％ 100.0 9.9 24.1 9.9

件 211 14 56 16

％ 100.0 6.6 26.5 7.6

件 305 25 50 23

％ 100.0 8.2 16.4 7.5

コロナ禍で生じた新たな困りごと

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体（計）

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害

知的

精神

難病

障害児
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1-3 福祉に関する情報や相談 

まとめ 

 福祉に関する情報は、いずれの障害のかたも広報誌、行政の窓口等で入手している

かたが多く、次いでインターネットの順だが、障害児はインターネットから入手し

ているかたが多い。 

 よく利用する相談窓口は、いずれの障害のかたも区の障害福祉課が多いが、精神障

害のかたは事業所・施設、病院・診療所、難病のかたは保健所・健康相談所もよく利

用。 

 相談窓口については、いずれの障害のかたも６割程度は満足いただいているが、障

害児の２割程度はやや不満と回答。 
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1-4 日常生活 

まとめ 

 いずれの障害のかたも、普段の介助を必要としないかたが多く、その割合は全体で

６割弱。視覚障害のかたは、５割程度が外出時に介助が必要という結果。また、身

体・知的障害のかたの一定数は、家の中でも介助が必要と回答。 

 身体障害・難病のかたは配偶者・パートナーによる介助が多く、知的障害のかたは父

母による介助が多い。 

 介助者の年齢は、いずれの障害のかたも 40～64 歳、65～74 歳の順に多い。 
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問 前設問で回答した介助している方の年齢はいくつですか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、488 件のうち、「40 歳～64 歳」が 49.2％と最も多く、次いで「65 歳～74 歳」

が 23.8％となっています。 

○身体障害のかたは、359 件のうち、「40 歳～64 歳」が 51.3％と最も多く、次いで「65 歳

～74 歳」が 23.7％となっています。 

○知的障害のかたは、105 件のうち、「40 歳～64 歳」が 45.7％と最も多く、次いで「65 歳

～74 歳」が 24.8％となっています。 

○難病のかたは、24 件のうち、「40 歳～64 歳」が 33.3％と最も多く、次いで「65 歳～74

歳」が 20.8％となっています。 

【下表へ続く】

※複数回答可として扱ったため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となる場合があります。 

１８歳未満 １８歳～３９歳 ４０歳～６４歳 ６５歳～７４歳 ７５歳～７９歳 ８０歳～８４歳

件 488 7 36 240 116 50 37

％ 100.0 1.4 7.4 49.2 23.8 10.2 7.6

件 359 6 27 184 85 35 23

％ 100.0 1.7 7.5 51.3 23.7 9.7 6.4

件 105 1 5 48 26 12 11

％ 100.0 1.0 4.8 45.7 24.8 11.4 10.5

件 24 - 4 8 5 3 3

％ 100.0 - 16.7 33.3 20.8 12.5 12.5

介助者の年齢

調
査
票
種
別

  全  体

身体

知的

難病

  全  体

８５歳以上 不明・無回答

件 488 15 7

％ 100.0 3.1 1.4

件 359 11 3

％ 100.0 3.1 0.8

件 105 3 4

％ 100.0 2.9 3.8

件 24 1 -

％ 100.0 4.2 -

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

難病

介助者の年齢
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1-5 就労の状況 

まとめ 

 身体障害のかたの４割弱、知的障害のかたの６割、精神障害のかたの５割強は仕事・

作業を行っており、今後も継続を希望。一方、全体の３割弱は仕事・作業を行ってい

ないが、精神障害のかたの２割程度が、今は行っていないが今後希望すると回答。 

 難病の方の日常生活の過ごし方は、職業に就いているが５割という結果。 

 身体障害・難病のかたは正規の社員としての就業が多く、知的・精神障害のかたは福

祉作業所・就労支援Ｂ型・地域活動支援センターでの就業が多い。特に精神障害のか

たは、６割強が福祉作業所・就労支援Ｂ型・地域活動支援センターという結果。 

 １か月のおおよその収入は、20 万円以上、10万円以上が多いが、知的障害のかたの

３割弱は１万円未満、精神障害のかたの６割が２万円未満という結果。 

 仕事・作業は、区の機関、家族・知人の紹介、情報誌や情報サイト等で見つけている

かたが多く、いずれの障害のかたもハローワークの回答は少ない。 

 今後の仕事・作業としては、パート・アルバイト等の非正規雇用かつ短時間就労、障

害者雇用による就労を希望するかたが多い。 
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問 あなたは、どのような仕事・作業をしていますか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○「仕事・作業をしている」と回答（難病のかたを除く）した 806 件のうち、「会社員・

公務員・団体職員等の正規雇用」が 30.3％と最も多く、次いで「福祉作業所・就労支援

Ｂ型（雇用契約を結んでいない）・地域活動支援センター」が 22.7％となっています。 

○身体障害のかたは、503 件のうち、「会社員・公務員・団体職員等の正規雇用」が 44.9％

と最も多く、次いで「自営業」が 17.1％となっています。 

○知的障害のかたは、173 件のうち、「福祉作業所・就労支援Ｂ型（雇用契約を結んでいな

い）・地域活動支援センター」が 38.7％と最も多く、次いで「障害者雇用による就労」

が 27.2％となっています。 

○精神障害のかたは、130 件のうち、「福祉作業所・就労支援Ｂ型（雇用契約を結んでいな

い）・地域活動支援センター」が 62.3％と最も多く、次いで「障害者雇用による就労」

が 16.2％となっています。 

【下表へ続く】

※複数回答可として扱ったため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となる場合があります。

会社員・公務員・
団体職員等の正
規雇用

派遣社員などの
非正規雇用

パート・アルバイ
ト等の非正規雇
用かつ短時間就
労

自営業 特例子会社
障害者雇用によ
る就労

件 806 244 34 132 92 23 128

％ 100.0 30.3 4.2 16.4 11.4 2.9 15.9

件 503 226 28 81 86 6 60

％ 100.0 44.9 5.6 16.1 17.1 1.2 11.9

件 173 12 2 38 2 13 47

％ 100.0 6.9 1.2 22.0 1.2 7.5 27.2

件 130 6 4 13 4 4 21

％ 100.0 4.6 3.1 10.0 3.1 3.1 16.2

  全  体

身体

知的

就業形態

精神

  全  体

調
査
票
種
別

就労継続支援Ａ
型雇用契約を結
んでいる

福祉作業所・就
労継続支援Ｂ型
(雇用契約を結
んでいない)・地
域活動支援セン
ター

その他 不明・無回答

件 806 23 183 28 9

％ 100.0 2.9 22.7 3.5 1.1

件 503 6 35 16 4

％ 100.0 1.2 7.0 3.2 0.8

件 173 9 67 4 4

％ 100.0 5.2 38.7 2.3 2.3

件 130 8 81 8 1

％ 100.0 6.2 62.3 6.2 0.8

就業形態

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

精神
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問 今の仕事・作業は、どこで見つけましたか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○「仕事・作業をしている」と回答（難病のかたを除く）した 806 件のうち、「区の機関

（障害福祉課、東部西部障害支援センター、施設・就労支援グループ等）」が 18.5％と

最も多く、次いで「家族、知人の紹介」が 15.5％となっています。 

○身体障害のかたは、503 件のうち、「家族、知人の紹介」が 17.9％と最も多く、次いで

「情報誌や情報サイト、チラシ、ポスター」が 15.9％となっています。 

○知的障害のかたは、173 件のうち、「区の機関（障害福祉課、東部西部障害支援センター、

施設・就労支援グループ等）」が 38.2％と最も多く、次いで「学校の紹介」が 31.2％と

なっています。 

○精神障害のかたは、130 件のうち、「区の機関（障害福祉課、東部西部障害支援センター、

施設・就労支援グループ等）」が 41.5％と最も多く、次いで「家族、知人の紹介」が 13.8％

となっています。 

○その他では、「自営業（自身で起業）、家業を継いだ」「障害認定を受ける以前から働い

ている会社」「インターネット求人サイト、もしくは会社の HP を見て」「障害者向けの

転職エージェント」「病院、支援者、通っている施設による紹介」などの回答がありま

した。 

【下表へ続く】

※複数回答可として扱ったため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となる場合があります。 

公共職業安定所
ハローワーク

区の機関障害福
祉課、東部・西部
障害支援セン
ター、施設・就労
支援グループ等

家族、知人の紹
介

情報誌や情報サ
イト、チラシ、ポ
スター

学校の紹介 その他

件 806 96 149 125 86 102 178

％ 100.0 11.9 18.5 15.5 10.7 12.7 22.1

件 503 71 29 90 80 47 120

％ 100.0 14.1 5.8 17.9 15.9 9.3 23.9

件 173 15 66 17 2 54 16

％ 100.0 8.7 38.2 9.8 1.2 31.2 9.2

件 130 10 54 18 4 1 42

％ 100.0 7.7 41.5 13.8 3.1 0.8 32.3

求人情報（今の仕事・作業）の入手先

  全  体

調
査
票
種
別

  全  体

身体

知的

精神

不明・無回答

件 806 76

％ 100.0 9.4

件 503 68

％ 100.0 13.5

件 173 5

％ 100.0 2.9

件 130 3

％ 100.0 2.3

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

精神
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1-6 サービスの利用状況 

まとめ 

 身体障害では、補装具費の給付を利用しているかたが最も多い。今後の利用意向と

しては、日常生活用具・補装具費といった給付のほか、移動支援も多く選ばれてい

る。 

 知的障害では、通所サービス、移動支援、計画相談支援、自立支援医療などを利用し

ているかたが多い。今後の利用意向としては、共同生活援助（グループホーム）、福

祉ホームさくらんぼ、短期入所（ショートステイ）などが多く選ばれている。 

 知的障害・精神障害のかたは、いずれも今後の利用意向として、共同生活援助（グル

ープホーム）が最も多く選ばれている。 

 精神障害では、自立支援医療（精神通院）を利用しているかたが最も多く、６割強が

利用。今後の利用意向としては、共同生活援助（グループホーム）のほか、通所サー

ビスも多く選ばれている。 

 難病・障害児では、いずれも移動支援を利用しているかたは多くないが、今後の利用

意向としては、移動支援が多く選ばれている。 

 障害児では、約５割が放課後等デイサービスを利用しているほか、児童発達支援の

利用も５割弱と、この２つが突出して多い。今後の利用意向としては、短期入所（シ

ョートステイ）も多く選ばれている。 
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1-7 意思疎通 

まとめ 

 身体障害のかたで意思疎通に困難を感じているのは１割強。 

 日常的に使う意思疎通の手段・支援者としては家族が多く、次いで携帯・スマホ・パ

ソコン等となっているが、聴覚障害のかたは筆談が最も多い。 

 視覚障害のかたのうち、点字を読めるかたは２割程度、８割程度は読めないという

結果。 

 点字を読めないことの不便さとしては、点字が読めない人のためのサービスが少な

いことがあげられた。 

 聴覚障害のかたのうち、手話ができるかたは３割強、５割強はできないという結果。 

 手話ができないことの不便さとしては、手話ができないひとのためのサービスが少

ないこと、情報が入ってくるのが遅いこと、コミュニケーションが難しいことがあ

げられた。 
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問 あなたは、電話リレーサービスを利用したことがありますか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○聴覚障害者手帳を所持していると回答した 93 件のうち、「ない」が 74.2％、「ある」が

14.0％となっています。 

（％）

Ｎ = 93

74.2

14.0

11.8

ない ある 不明・無回答



18 

1-8 外出の状況 

まとめ 

 全体ではほぼ毎日外出しているかたが５割強と最も多く、障害児では８割弱がほぼ

毎日外出。 

 外出の方法は、全体では電車・地下鉄が４割弱と多く、次いで徒歩が２割強。バス・

タクシーの利用も多いが、精神障害・難病のかたは自転車もよく利用。障害児は徒歩

が８割強と最も多い。 

 １年以内に、外出時にけがの経験があるのは全体の１割強。その理由としては歩道

の段差・すべってが多い。 

 外出時に危険を感じたことは、いずれの障害においても自転車の通行が最も多く、

全体では５割程度。次いで、歩きスマホを含む通行人が４割強。 

 １年以内に、自宅内でけがの経験があるのは全体の１割強。けがをした場所は居間・

台所・階段が多い。 

 まちのバリアフリーに対する満足度は、全体でおおむね満足が４割程度、やや不満

が３割強。視覚障害・平衡機能障害・肢体不自由のかたは、やや不満がおおむね満足

の割合を上回る。 
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問 外出しない理由は、次のうちどれですか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、32 件のうち、「障害が重いため」が 46.9％と最も多く、次いで「つき添って

くれる人がいないため」「特に外出する用がないため」「新型コロナウイルス感染防止の

ため」が 25.0％となっています。 

○身体障害のかたは、22 件のうち、「障害が重いため」が 45.5％と最も多く、次いで「特

に外出する用がないため」が 31.8％となっています。 

○知的障害のかたは、4件のうち、「つき添ってくれる人がいないため」「道路が歩きにく

いため」「障害が重いため」「新型コロナウイルス感染防止のため」がそれぞれ 1 件ずつ

となっています。 

○精神障害のかたは、回答は 1件のみで、「つき添ってくれる人がいないため」「移動の手

段がないため」「道路が歩きにくいため」となっています。 

○難病のかたは、4件のうち、「障害が重いため」が 3 件と最も多く、次いで「つき添って

くれる人がいないため」「移動の手段がないため」「バスや電車が利用しにくいため」「特

に外出する用がないため」「新型コロナウイルス感染防止のため」が 1 件となっていま

す。 

○障害児は、回答は 1件のみで、「障害が重いため」となっています。 

【次ページへ続く】 

つき添ってくれ
る人がいないた
め

移動の手段がな
いため

道路が歩きにく
いため

バスや電車が利
用しにくいため

建物・施設が利
用しにくいため

特に外出する用
がないため

件 32 8 6 2 2 - 8

％ 100.0 25.0 18.8 6.3 6.3 - 25.0

件 22 5 4 - 1 - 7

％ 100.0 22.7 18.2 - 4.5 - 31.8

件 4 1 - 1 - - -

％ 100.0 25.0 - 25.0 - - -

件 1 1 1 1 - - -

％ 100.0 100.0 100.0 100.0 - - -

件 4 1 1 - 1 - 1

％ 100.0 25.0 25.0 - 25.0 - 25.0

件 1 - - - - - -

％ 100.0 - - - - - -

外出しない理由

障害児

  全  体

調
査
票
種
別

  全  体

身体

知的

精神

難病
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【前ページから続く】

【下表へ続く】

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

障害が重いため 興味がないため
外に出たくない
ため

新型コロナウイ
ルス感染防止の
ため

困った時に人に
助けを求められ
ないから

その他

件 32 15 1 3 8 1 2

％ 100.0 46.9 3.1 9.4 25.0 3.1 6.3

件 22 10 1 3 6 1 2

％ 100.0 45.5 4.5 13.6 27.3 4.5 9.1

件 4 1 - - 1 - -

％ 100.0 25.0 - - 25.0 - -

件 1 - - - - - -

％ 100.0 - - - - - -

件 4 3 - - 1 - -

％ 100.0 75.0 - - 25.0 - -

件 1 1 - - - - -

％ 100.0 100.0 - - - - -

外出しない理由

  全  体

  全  体

調
査
票
種
別

身体

知的

精神

難病

障害児

不明・無回答

件 32 2

％ 100.0 6.3

件 22 1

％ 100.0 4.5

件 4 1

％ 100.0 25.0

件 1 -

％ 100.0 -

件 4 -

％ 100.0 -

件 1 -

％ 100.0 -

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

精神

難病

障害児
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1-9 防災の意識・対策 

まとめ 

 区の防災対策のうち、ヘルプマークへの認知度は全体で６割程度と高いが、次に高

いのがヘルプカードの３割弱、その他の項目についての認知度は高くない。安心安

全メールへの認知度は、障害児のみが高く４割程度。 

 全体の７割弱のかたが、普段からヘルプマーク・ヘルプカードを身に付けていると

回答。障害別では、難病のかたが８割程度と最も多い。 

 日常的な防災への意識・対策では、意識はしているものの具体的な対策は行ってい

ないかたが全体の５割強、意識して具体的な対策も行っているかたが２割程度。身

体障害のかたの一部、知的・精神障害のかたでは、ほとんど意識していないかたも多

い。 

 災害時を想定した具体的な対策を行っているかたで、具体的な準備としては全体の

９割程度が持ち出し物品等の準備をしているほか、家族との連絡方法を決めている、

避難場所や経路の確認を行っているかたが多い。 

 災害時の避難場所は自宅・避難所が多いが、全体の２割は決めていない・わからない

と回答。 

 災害時を想定した自身の対応方法については、やや不安・とても不安の合計が全体

の７割強と、不安に感じているかたが多い。 

 具体的に不安に感じることは、医療のこと、情報入手方法、一人では避難できないこ

と、避難所の設備などが多い。 
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問 あなたは災害時に、どこに避難しますか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、2,140 件のうち、「自宅」が 38.3％と最も多く、次いで「避難所」が 30.1％

となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「自宅」が 40.8％と最も多く、次いで「避難所」

が 25.2％となっています。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「自宅」が 31.6％と最も多く、次いで「避難所」が

30.1％となっています。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「避難所」が 41.4％と最も多く、次いで「自宅」が

25.1％となっています。 

○難病のかたは、211 件のうち、「自宅」が 37.9％と最も多く、次いで「避難所」が 35.1％

となっています。 

○障害児は、305 件のうち、「自宅」が 43.0％と最も多く、次いで「避難所」が 38.4％と

なっています。 

【下表へ続く】 

※複数回答可として扱ったため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となる場合があります。

自宅 親族の家
知人・友人等の
家

避難所
決めていない、
わからない

その他

件 2140 819 41 6 644 464 63

％ 100.0 38.3 1.9 0.3 30.1 21.7 2.9

件 1161 474 17 4 292 275 34

％ 100.0 40.8 1.5 0.3 25.2 23.7 2.9

件 272 86 2 - 82 57 14

％ 100.0 31.6 0.7 - 30.1 21.0 5.1

件 191 48 7 - 79 46 4

％ 100.0 25.1 3.7 - 41.4 24.1 2.1

件 211 80 5 - 74 47 2

％ 100.0 37.9 2.4 - 35.1 22.3 0.9

件 305 131 10 2 117 39 9

％ 100.0 43.0 3.3 0.7 38.4 12.8 3.0

災害時の避難先

調
査
票
種
別

  全  体

身体

知的

精神

難病

障害児

  全  体

不明・無回答

件 2140 152

％ 100.0 7.1

件 1161 88

％ 100.0 7.6

件 272 35

％ 100.0 12.9

件 191 9

％ 100.0 4.7

件 211 5

％ 100.0 2.4

件 305 15

％ 100.0 4.9

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体

知的

精神

難病

障害児
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1-10 社会参加等 

まとめ 

 近所付き合いの程度は、あいさつ程度が全体の５割強、ほとんど行っていないが２

割強。よく行っているという回答は全体の１割に満たない。 

 休日の過ごし方は、テレビや音楽鑑賞、買い物が多く、知的障害・難病のかたは、家

族や友人と外出するかたも多い。 

 障害や疾病に対しては、地域であまり理解を得られていないと感じるかたが全体の

３割強、おおむね理解を得られていると感じるかたが３割程度だが、精神障害のか

たに限っては理解を得られていないと感じるかたが３割強という結果。 

 障害者団体の活動については、団体の存在を知らないために活動に参加しない、活

動内容が分からないために参加しないといった、団体の認知に関する回答が多い。 

 運動やスポーツに対しては全体の７割弱が興味を持っており、３割弱がすでに取り

組んでいる。肢体不自由・知的障害のかたは興味がないという回答も多い。 

 文化芸術活動に対しては全体の６割弱が興味を持っており、１割強がすでに取り組

んでいる。知的障害のかたは興味がないという回答が多い。 
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問 地域で暮らす上で、障害や疾病に対して理解を得られていると感じていますか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、1,835 件のうち、「あまり理解を得られていない」が 34.9％と最も多く、次

いで「おおむね理解を得られている」が 30.4％となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「あまり理解を得られていない」が 36.4％と最も

多く、次いで「おおむね理解を得られている」が 32.5％となっています。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「おおむね理解を得られている」が 29.8％と最も多

く、次いで「あまり理解を得られていない」が 26.1％となっています。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「理解を得られていない」が 32.5％と最も多く、次

いで「あまり理解を得られていない」が 31.9％となっています。 

○難病のかたは、211 件のうち、「あまり理解を得られていない」が 40.8％と最も多く、

次いで「おおむね理解を得られている」が 25.6％となっています。 

よく理解を得ら
れている

おおむね理解を
得られている

あまり理解を得
られていない

理解を得られて
いない

不明・無回答

件 1835 83 558 641 364 189

％ 100.0 4.5 30.4 34.9 19.8 10.3

件 1161 43 377 423 195 123

％ 100.0 3.7 32.5 36.4 16.8 10.6

件 90 2 27 37 15 9

％ 100.0 2.2 30.0 41.1 16.7 10.0

件 93 4 36 33 14 6

％ 100.0 4.3 38.7 35.5 15.1 6.5

件 21 1 6 7 6 1

％ 100.0 4.8 28.6 33.3 28.6 4.8

件 19 1 7 4 3 4

％ 100.0 5.3 36.8 21.1 15.8 21.1

件 484 20 165 181 86 32

％ 100.0 4.1 34.1 37.4 17.8 6.6

件 324 14 101 130 57 22

％ 100.0 4.3 31.2 40.1 17.6 6.8

件 272 26 81 71 55 39

％ 100.0 9.6 29.8 26.1 20.2 14.3

件 191 11 46 61 62 11

％ 100.0 5.8 24.1 31.9 32.5 5.8

件 211 3 54 86 52 16

％ 100.0 1.4 25.6 40.8 24.6 7.6

知的

精神

難病

障害や疾病に対する地域の理解

  全  体

調
査

票
種
別

  全  体

身体（計）

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害
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1-11 障害者の権利 

まとめ 

 障害者の権利を守るために充実させるべきこととしては、あらゆる差別がなくなる

ことが全体の４割強、自分のことは自分で決められることが３割強。精神障害・難病

のかたは、誰にでも平等に機会があることも重視。 

 障害者虐待防止センターは、全体の８割強が知らなかったと回答。難病のかたでは

９割以上が知らなかったという結果。 

 虐待された経験は、全体の７割強がない、２割弱があると回答。精神障害のかたは、

５割弱があると回答。 

 障害を理由とした差別については、あまり感じない・全く感じないを合わせ、感じな

いが全体の６割強。精神障害のかたの３割強、障害児の２割強は時々感じると回答。 

 差別を感じる場面としては、公共施設・交通機関の利用時、働きたいとき・働いてい

るときが多いが、聴覚・音声・言語・そしゃく機能の障害のかたなどはコミュニケー

ションをとりたいときも多い。 

 成年後見制度は、全体では利用する予定はないが４割強と多いが、知的障害のかた

の２割強、精神障害のかたの２割弱は利用意向がある、もしくはすでに利用してい

る。 

 選挙には毎回行くかたが全体の５割強。知的障害のかたは行っていないかたが多く、

ほとんど行かない・行っていないを合わせると３割強が行っていないと回答。 

 選挙に行かない理由は関心がないが多いが、知的障害のかたは自分で記入すること

ができないが最も大きな理由。 
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問 あなたは、いままでに自分の体や心を繰り返し傷つけられた（虐待された）ことがあ

りますか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、1,835 件のうち、「ない」が 71.9％、「ある」が 17.7％となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「ない」が 76.7％、「ある」が 12.8％となっていま

す。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「ない」が 63.2％、「ある」が 19.9％となっていま

す。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「ある」が 48.7％、「ない」が 44.0％となっていま

す。 

○難病のかたは、211 件のうち、「ない」が 82.0％、「ある」が 13.3％となっています。 

ある ない 不明・無回答

件 1835 324 1320 191

％ 100.0 17.7 71.9 10.4

件 1161 149 891 121

％ 100.0 12.8 76.7 10.4

件 90 13 72 5

％ 100.0 14.4 80.0 5.6

件 93 15 70 8

％ 100.0 16.1 75.3 8.6

件 21 2 17 2

％ 100.0 9.5 81.0 9.5

件 19 2 15 2

％ 100.0 10.5 78.9 10.5

件 484 74 376 34

％ 100.0 15.3 77.7 7.0

件 324 35 272 17

％ 100.0 10.8 84.0 5.2

件 272 54 172 46

％ 100.0 19.9 63.2 16.9

件 191 93 84 14

％ 100.0 48.7 44.0 7.3

件 211 28 173 10

％ 100.0 13.3 82.0 4.7

知的

精神

難病

虐待された経験

  全  体

調
査

票
種
別

  全  体

身体（計）

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害
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問 平成 28 年４月に障害者差別解消法が施行されましたが、あなたは障害を理由とした

自身への差別を感じることはありますか。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、2,140 件のうち、「あまり感じない」が 42.7％と最も多く、次いで「全く感

じない」が 20.5％となっています。 

○身体障害のかたは、1,161 件のうち、「あまり感じない」が 42.4％と最も多く、次いで

「全く感じない」が 22.7％となっています。 

○知的障害のかたは、272 件のうち、「あまり感じない」が 36.8％と最も多く、次いで「時々

感じる」が 16.9％となっています。 

○精神障害のかたは、191 件のうち、「あまり感じない」が 38.2％と最も多く、次いで「時々

感じる」が 32.5％となっています。 

○難病のかたは、211 件のうち、「全く感じない」が 44.5％と最も多く、次いで「あまり

感じない」が 39.3％となっています。 

○障害児は、305 件のうち、「あまり感じない」が 54.1％と最も多く、次いで「時々感じ

る」が 23.3％となっています。 

よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない 不明・無回答

件 2140 151 413 913 439 224

％ 100.0 7.1 19.3 42.7 20.5 10.5

件 1161 69 216 492 263 121

％ 100.0 5.9 18.6 42.4 22.7 10.4

件 90 6 24 37 18 5

％ 100.0 6.7 26.7 41.1 20.0 5.6

件 93 9 27 42 11 4

％ 100.0 9.7 29.0 45.2 11.8 4.3

件 21 1 3 11 5 1

％ 100.0 4.8 14.3 52.4 23.8 4.8

件 19 2 2 7 6 2

％ 100.0 10.5 10.5 36.8 31.6 10.5

件 484 38 109 215 86 36

％ 100.0 7.9 22.5 44.4 17.8 7.4

件 324 14 36 142 111 21

％ 100.0 4.3 11.1 43.8 34.3 6.5

件 272 28 46 100 43 55

％ 100.0 10.3 16.9 36.8 15.8 20.2

件 191 22 62 73 19 15

％ 100.0 11.5 32.5 38.2 9.9 7.9

件 211 4 18 83 94 12

％ 100.0 1.9 8.5 39.3 44.5 5.7

件 305 28 71 165 20 21

％ 100.0 9.2 23.3 54.1 6.6 6.9

  全  体

調
査

票
種
別

身体（計）

知的

精神

難病

障害児

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害

障害を理由とした自身への差別

  全  体
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問 どのようなときに差別を感じますか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○全体では、465 件のうち、「公共施設や交通機関を利用するとき」が 49.7％と最も多く、

次いで「働きたいとき、働いているとき」が 41.1％となっています。 

○身体障害のかたは、285 件のうち、「公共施設や交通機関を利用するとき」が 54.7％と

最も多く、次いで「働きたいとき、働いているとき」が 39.6％となっています。 

○知的障害のかたは、74 件のうち、「公共施設や交通機関を利用するとき」が 55.4％と最

も多く、次いで「働きたいとき、働いているとき」が 33.8％となっています。 

○精神障害のかたは、84 件のうち、「働きたいとき、働いているとき」が 46.4％と最も多

く、次いで「情報を得たいとき、コミュニケーションをとりたいとき」が 34.5％となっ

ています。 

○難病のかたは、22 件のうち、「働きたいとき、働いているとき」が 63.6％と最も多く、

次いで「公共施設や交通機関を利用するとき」が 31.8％となっています。 

【次ページへ続く】 

公共施設や交通
機関を利用する
とき

情報を得たいと
き、コミュニケー
ションをとりた
いとき

物を売買すると
き

病院で医療を受
けるとき

働きたいとき、
働いているとき

住宅の賃貸契約
を行うとき

件 465 231 122 43 86 191 69

％ 100.0 49.7 26.2 9.2 18.5 41.1 14.8

件 285 156 70 25 54 113 45

％ 100.0 54.7 24.6 8.8 18.9 39.6 15.8

件 30 18 11 5 4 11 4

％ 100.0 60.0 36.7 16.7 13.3 36.7 13.3

件 36 13 18 4 11 14 6

％ 100.0 36.1 50.0 11.1 30.6 38.9 16.7

件 4 3 2 1 - - 1

％ 100.0 75.0 50.0 25.0 - - 25.0

件 4 3 3 - 2 - -

％ 100.0 75.0 75.0 - 50.0 - -

件 147 90 26 9 22 57 25

％ 100.0 61.2 17.7 6.1 15.0 38.8 17.0

件 50 24 7 2 10 21 4

％ 100.0 48.0 14.0 4.0 20.0 42.0 8.0

件 74 41 21 14 14 25 4

％ 100.0 55.4 28.4 18.9 18.9 33.8 5.4

件 84 27 29 3 16 39 16

％ 100.0 32.1 34.5 3.6 19.0 46.4 19.0

件 22 7 2 1 2 14 4

％ 100.0 31.8 9.1 4.5 9.1 63.6 18.2

差別を感じる場面

  全  体

調
査
票
種
別

  全  体

身体（計）

知的

精神

難病

　　肢体不自由

　　内部障害

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害
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【前ページから続く】 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

問 具体的にあればご記入ください。 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○具体的に差別を感じる場面としては、下記のような回答がありました。 

・外出先で心無い言葉を浴びせられたり、嫌な顔をされたりする。 

・ジロジロ見られる。 

・保育園・幼稚園・小学校や学童保育など、障害があることによって入園・入学を拒否

されたり、短時間での利用しかできなくなったりする。利用していた保育園の一時保

育サービスも、愛の手帳を取得したことを伝えた途端に利用ができなくなった。 

・アミューズメント施設や美容院、タクシーなど、健常者が当たり前に利用できる場所

でも立ち入ることを拒まれる。 

・障害の程度が重くなっていくほどに、余暇活動の場や習い事、就労先などの選択肢が

少なくなり、チャレンジの場がなくなっていく。 

その他 不明・無回答

件 465 37 15

％ 100.0 8.0 3.2

件 285 19 7

％ 100.0 6.7 2.5

件 30 2 1

％ 100.0 6.7 3.3

件 36 - -

％ 100.0 - -

件 4 - -

％ 100.0 - -

件 4 - -

％ 100.0 - -

件 147 10 4

％ 100.0 6.8 2.7

件 50 4 -

％ 100.0 8.0 -

件 74 4 3

％ 100.0 5.4 4.1

件 84 12 4

％ 100.0 14.3 4.8

件 22 2 1

％ 100.0 9.1 4.5

  全  体

  全  体

調
査

票
種
別

身体（計）

　　視覚障害

　　聴覚障害

　　平衡機能障害

　　音声・言語・そしゃ

　　く機能の障害

　　肢体不自由

　　内部障害

知的

精神

難病

差別を感じる場面
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1-12 療育、保育・教育 

まとめ 

 ３割強のかたが、日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人がいないと回答。 

 平均就業日数では、父は９割弱が週５日以上、母は４割弱が週５日以上、３割強が就

業していないと回答。１日の平均就業時間では、父は８時間以上が多い一方、母は４

～８時間が多い。 

 ７割強のかたが、お子さんの育児や教育のことで困っていると回答。 

 0～6 歳の障害児の８割程度は幼稚園・保育園・認定こども園に通園。通園していな

いと回答したかたは１割強。 

 幼稚園・保育園・認定こども園での困りごと、学校での困りごととしては、ともに発

達・発育面で感じるギャップが多くあげられている。 

 放課後・休日の過ごし方（7～18 歳）では、放課後等デイサービスが８割強、家族と

過ごしているが約７割となっている一方、２割弱は一人で過ごすと回答。 
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問 お子さんのことで現在困っていることはありますか。（複数回答可） 

調査対象： 身体 知的 精神 難病 児童 

○305 件のうち、「育児や教育のこと」が 73.1％と最も多く、次いで「福祉サービスのこ

と」が 27.5％となっています。 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

Ｎ = 305
％

育児や教育のこと

福祉サービスのこと

お子さんとのコミュニケー
ションがとりにくいこと

子育てや障害について必要
な情報を得られない、得る
のが難しいこと

きょうだいの学校行事や冠
婚葬祭時などに預け先が見
つからないこと

医療のこと

生活費、医療費など経済的
なこと

交通機関が使いづらいな
ど、外出が困難なこと

発達の遅れや障害、病気等
について周りからの理解が
得られないこと

近くに理解のある医療機関
が見つからないこと

強く叱責してしまったり、手
をあげてしまうこと

リハビリのこと

相談する相手がいないこと

お子さんの性のこと

特にない

その他

不明・無回答

73.1

27.5

26.2

18.7

18.0

16.1

15.1

13.4

12.8

11.8

11.1

9.5

9.5

8.9

8.9

7.9

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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1-13 豊島区の今後のありかた 

まとめ 

 給付金や手当、医療費の軽減等医療制度は、いずれの障害のかたも重要と感じてい

る。 

 身体障害・難病のかたは、福祉タクシー券、道路や交通機関、公共施設の整備が重要

との回答が多い。 

 知的障害・精神障害のかたは、障害者差別解消への啓発・広報活動が重要との回答が

多い。 

 知的障害では、グループホームの整備が重要との回答が多い。 

 障害児では、５割を超えるかたが家族への支援が重要と回答。 

 難病・障害児では、制度やサービスについての情報提供が重要との回答が多い。 

 このほか、障害ごとに特徴がみられた回答は次の通り。 

知的障害：自転車や車の危険運転防止等の安全対策が重要。 

精神障害：就労の支援や職業訓練が重要。 

障害児 ：通所施設の整備、土日・休日の支援、早朝・夜間の支援が重要。 
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２ 事業所調査 

2-1 事業運営について 

問 貴事業所の運営上の課題をお聞きします。（複数回答可） 

○運営上の課題は、「職員の確保」が 61.4％と最も多く、次いで「職員の資質向上」が 50.9％

となっています。 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

Ｎ = 114
％

職員の確保

職員の待遇改善

職員の資質向上

新規利用者の確保

利用者の重度化・高
齢化への対応

施設・設備の改善

利用者・家族とのコ
ミュニケーション（苦
情対応など）

制度改正などへの対
応

収益の改善（確保）

他の事業者との連携

行政との連携

医療機関との連携

地域の理解

その他

不明・無回答

61.4

42.1

50.9

39.5

23.7

20.2

21.9

17.5

30.7

19.3

18.4

15.8

8.8

0.9

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100



34 

2-2 職員について 

問 貴事業所の職員充足状況についてお聞きします。 

○職員充足状況は、「やや不足している」が 36.8％と最も多く、次いで「十分である」が

28.1％となっています。 

問 貴事業所の人材確保のための取り組みについてお聞きします。（複数回答可） 

○人材確保のための取り組みは、「賃金の改善」が 50.9％と最も多く、次いで「様々な媒

体を使った求人広告」が 44.7％となっています。 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

Ｎ = 114

十分である

28.1%

やや不足している

36.8%

不足している

25.4%

非常に不足している

3.5%

その他

2.6%

不明・無回答

3.5%

Ｎ = 114
％

賃金の改善

様々な媒体を使った
求人広告

資格取得にかかる費
用の助成

実習生・研修生の積
極的な受け入れ

ＨＰ等での事業所の
広報

福利厚生の充実

その他

不明・無回答

50.9

44.7

36.0

30.7

26.3

22.8

6.1

4.4
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問 貴事業所の人材育成のための取り組みについてお聞きします。（複数回答可） 

○人材育成のための取り組みは、「事業所内外での研修（事例検討会）の実施」が 79.8％

と最も多く、次いで「資格取得支援（休暇や費用）」が 41.2％となっています。 

※複数回答形式の設問のため、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える値となります。 

Ｎ = 114
％

事業所内外での研修
（事例検討会）の実施

資格取得支援（休暇
や費用）

職員キャリアパスの
導入

その他

特に行っていない

不明・無回答

79.8

41.2

37.7

1.8

7.0

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問 第三者評価を受けたことがありますか。 

○第三者評価受審の有無は、「ない」が 66.7％、「ある」が 32.5％となっています。 

Ｎ = 114

ある

32.5%

ない

66.7%

不明・無回答

0.9%


